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はじめに

医療は生活に欠かせないものであり，国民の生
命と健康な生活を守る医療人材の養成に対する国
民の期待が高まっている．特に，今後ますます進
行する高齢化に伴う疾病構造の変化，医療ニーズ
の変化に対応して，総合的な診療能力を有する医
師の養成や，地域の医療・保健・福祉などの関係
者が相互に連携協力し，チームとして医療を実施
していく能力を培うことなどが必要である．ま
た，臨床研究などによって医薬品や医療機器の開
発などを進め，世界最高水準の医療を国民に提供
するとともに，わが国の成長けん引の基盤となる
人材養成が重要となっている．これらを背景とし
て，文部科学省としても，国民の期待に応える

「良き医療人」の養成を担う各大学と協力しなが
ら，様々な取組みを進めている．

1. 医学教育の質的改善

医師には，人間性豊かで高度な臨床能力を持
ち，患者中心の医療を実践できる医療人としての
養成に大きな期待が寄せられている．各大学にお
いては，医学生が卒業までに最低限学ぶべき教育
内容を精選して作成された「医学教育モデル・コ
ア・カリキュラム」に基づきカリキュラム改革を
行うなど，個々の教育理念に応じた特色ある取組
みが進められている．

また、医学教育の更なる改善に向けて，平成
22 年度に改訂された「医学教育モデル・コア・
カリキュラム」の周知を図り，特に医学生の臨床
能力の向上の観点から診療参加型臨床実習の充実
に向けた取組みを促している．今後は，国際標準
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の医学教育質保証制度の基盤の構築を促進し，国
際的な水準の医師養成に引き続き取り組むととも
に，新たに，総合的な診療能力を有する医師の養
成や，メディカル・イノベーションを担う医療人
の養成に取り組む大学の優れた取組みを支援して
いく．

2. 医師確保への対応

どこに住んでいても，その人にとって適切な医
療サービスを受けることができるよう，地域の医
師確保は重要な課題である．このため，平成 24
年 9 月に総合的な医師確保対策「地域の医師確保
対策 2012」を厚生労働省と共同で策定し，地域
医療を担う意欲と能力を持つ医師の養成・確保
や，地域医療への貢献と医師としてのキャリア形
成を両立できる仕組みの構築を図るなど，医師の
地域偏在の解消に取り組んでいる．

また，平成 20 年度より医学部入学定員の増員
を行っており，24 年度には医学部入学定員の上
限を引き上げる制度改正を行った．25 年度医学
部入学定員については，24 年度同様，都道府県
が地域医療に将来従事することを返還免除の条件
とする奨学金を活用し，地域医療を担う医師の養
成・確保に一貫して取り組む定員増などを認める
こととした．この結果，全国でさらに 50 人が増
加し，総計 9,041 人の定員となっている（19 年度
比で 1,416 人増）．
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図１　医学教育モデル・コア・カリキュラム（H13.3 策定，H19.12，H23.3 改訂）

図２　医師養成の改善・充実の方向性
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図３　未来医療研究人材養成拠点形成事業　（テーマＡ）メディカル・イノベーション推進人材の養成

図４　未来医療研究人材養成拠点形成事業　（テーマＢ）リサーチマインドを持った総合診療医の養成
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図５　地域の医師確保対策 2012

図６　医学部（医学科）入学定員の推移


